
１． 課題

競技課題　１ 緩衝材の組立・結束　　【1５セット（3束）／３０分】

競技課題　２　　　小箱・中箱・化粧箱・外箱の組立・セットアップ梱包　　【3梱包（3箱）／６０分】

※ 競技課題１の緩衝材（完成品）は、競技課題２で使用します。

※ 競技課題２の中箱・化粧箱身・化粧箱蓋はカットのみの材料となります。

２． 実施内容及び実施手順

(１)　注意事項、競技の説明の後、競技を始めます。

(２)　各競技は、詳細説明図のとおりです。

※ 詳細説明図は折り方の一例です。ほかの折り方や手順でも品質に悪影響が出る方法でなければ

審査減点対象にはなりません。

３． 注意点

（１） 競技の際は、必ず手袋を着用する事。

　※ 手袋は各自で準備する事（両方の手）

（２） 服装について

製品パッキング競技参考課題　手順書

※作業着または運動着が望ましい。スカートやフリルが付いているもの、短パンやスリッ
パ・サンダル等など作業に適さない服装は避けてください。指輪やピアスなどの装飾品も避
けてください。

 

以下
い か
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４． 実施時間

全体説明 ： １5分　　

競技課題 １ ： ３０分　　　競技課題 ２ ： ６０分　　　

※ 競技当日は練習は行いません。 

※審査・採点中は選手の方は休憩となります。
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５． 競技審査のポイント

競技課題　１ 緩衝材の組立・結束

① 規定された数量を時間内で作成できたか

② 製品の向きは正しいか

※○・□の向きが外側になっているか

※端の製品が向かいあわせになっているか

※○・□が5個ずつ混入せずに同一方向に揃えているか

③ 正しく結束されているか

※8㎝以内の結び目で、容易に解く事ができる結び方か

※緩衝材の端から10㎝以内の位置に結束されているか

※紐を持ち上げたときに、紐と製品の間隔が5㎝以内か

④ 外観にシワ・ヤブレ・汚れ・凹み などが無いか

競技課題　２ 小箱・中箱・化粧箱・外箱の組立・セットアップ梱包

① 規定された数量を時間内で作成できたか

② 緩衝材・小箱・中箱・化粧箱の組み入れの向き・数量は課題通りか

※緩衝材の○・□の向きが外側に設置されているか

※緩衝材Ａ・Ｂそれぞれ2ヶずつ設置されているか

※化粧箱の向きが緩衝材Ａ側に縦置き、緩衝材Ｂ側に横置きされているか

※化粧箱に入っている状態で中箱の蓋が上になっているか

※中箱を開けた時に、小箱の底部が見えないか

③ 包装テープの止め方はきれいか。課題通りか

④ 外観にシワ・ヤブレ・汚れ・凹み などが無いか

3



６． 競技レイアウト

・机は計２台使用しLの字に設置

・材料の置き位置と作業エリアは自由

７．

1 本

テープカッター付
OPPテープ

1
資
材

結束紐 1 巻

くちばし型カッター

　※テープカッター付き巻

緩衝材Ｂ 15 枚

はさみ 1 個

　ゴミ袋 1 枚

化粧箱　蓋 12 枚

緩衝材Ａ 15 枚

化粧箱　身 12 枚

競
技
用
材
料

外箱 3 枚

小箱 12 枚

中箱 12 枚

材料名 数量 単位 備考

会場に準備されているもの（選手１人当たりの支給材料）

正
面

椅子

ゴミ袋

4



８．

作業着 1 着 　※作業着は任意持参

数量 単位 備考

選手が持参するもの

手袋 2 双 　※破れた場合を考慮し予備分1双含む

品名
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